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でワイパパ・タウマタ・ラウ）経営国際ビジネス学科の
名誉教授である。

　高生産性職場の構築に関するその専門知識に
より、歴代のニュージーランド政府からも助言を求めら
れてきた。50年にわたる人材開発、経営、生産性、
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アンド・コミュニケーションズ社のオーナー兼ディレクターで
ある。同社は本報告書プロジェクトの管理責任者で
もある。

ジョー・ヘンドレン博士
　ジョー・ヘンドレン博士はオークランド在住の経験あ
る研究者である。ニュージーランド国会で政策アナリス
トを務めた後、ニュージーランドで2番目に大きい民間
労組、ファーストユニオンの調査員を11年間務めた。オ
ークランド大学（ワイパパ・タウマタ・ラウ）で2022年に
国際ビジネスの博士号を取得。市民団体がニュージ
ーランド国内の経済論議に及ぼす影響を研究してい
る。.
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目的
　本報告書はオークランド港の自動化プロジェクトの
失敗から教訓をくみ取ろうとするものである。明らかに
したかったのは以下の諸点である。

•	 自動化に至る決定、およびその実行が失敗した理
由。

•	 プロジェクトとその失敗が港湾、地域社会、利用
者、ニュージーランド経済全体に与えた影響。

•	 港湾労働者、特にその安全衛生への影響。. 
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　2016年、オークランド港湾会社（POAL）は、処
理能力を倍増させるとともに、オークランド市民、利
用者、株主に安全、環境、地域利益、処理能力の
面で恩恵をもたらすとして、コンテナ・ターミナルの自動
化プロジェクトをスタートさせた。だがプロジェクトはあ
らゆる点で失敗に終わった。

　取扱量の増大どころか、コロナ禍による混乱を差
し引いても、深刻な混雑、遅延、港湾および利用者
の負担増を招いたにすぎなかった。そのしわ寄せは
労働者にも及び、安全が損なわれて死亡事故が増
え、負傷者数は3倍になった。

　新たな分析によれば、オークランド港の自動化プ
ロジェクトは同港とニュージーランド経済全体に12億
ドル超の損失をもたらした。これは自動化前の同港
の利益の17年分に相当する２。

　2016年にオークランド港（POAL）はオセアニア最高
の海港として認められた。生産性は向上し、利益は増
大し、所有者であるオークランド市には地域への還元と
して堅実な配当金が入っていた。 

　しかし、POALの自動化プロジェクトがスタートしてから
6年以内に状況は一変した。世界銀行のコンテナ港業
績調査の結果、2022年、「オセアニア最低のコンテナ
港」という不名誉な称号を与えられた。致命的な混雑
と生産性の急降下が原因だった。

要旨1 

　POALは限られた物理的条件のなかでの処理能力
向上をめざし、ストラドルキャリアの自動化を推進した。
「世界初の」稼働中の港湾自動化によって、現在の業
務遂行に影響を及ぼすことなく、取扱量を倍増させる
ことを期待した。当時のトニー・ギブソンCEOも、自動化
で「安全性、環境、地域社会に貢献できる」と約束し
た。一方、ニュージーランド海事労組（MUNZ）と国際
運輸労連（ITF）は、POALの計画は便益を過大に推
計し、潜在的なコストを十分に評価していないと警告
した。 



「ラブームとアモが命を落とし、ここが働くのに良い場所でないことに
皆が気付いた。とくにアモを亡くした時はやる気を失った。ショックだ
った。このトラウマは仲間、組合員全員が抱えている。実に辛い。ト
ラウマは永遠になくならない」 
グラント・ウィリアムズ（荷役作業員）（2022年）
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　自動化の実験が終わった後もコストは膨らみ続け
た。

　POALによれば今日までにソフトウェアとガイダンス・
システムに投資された6,500万ドルは償却されたが、
業界専門家の推計によると、自動化失敗によって同
社が負担すべき直接の財務コストは総額4億ドルに
達する可能性がある。

　コストはPOALの負担分にとどまらない。所有者で
あるオークランド市は1億6,000万ドルの配当金を失
い、これによる予算不足のしわ寄せが市の公共サービ
スに及ぶ可能性がある。

　港湾顧客への影響も遅延だけではなかった。船
会社に1億5千万ドルの混雑割増料金を支払い、ト
ラック会社にも待機に伴う割増料金を支払うこととな
った。

　オークランド港に生じたボトルネックを回避するため
に他の港湾、鉄道、内陸港への迂回が発生し、そこ
でも混雑が生じた。その影響は企業、地域社会、炭
素排出に及んだ。ニュージーランドの他の港湾はコロナ
禍によるサプライチェーンの混乱で打撃を受けたが、同
時期のオークランド港の混乱ほど深刻ではなく、明ら
かに自動化がその原因だった。

　本報告書におけるティモシー・ハズレディン教授の新
たな分析によれば、オークランド港とニュージーランド経
済全体が被ったコストは12億ドルと推計される。

　現在、オークランド港は新たな一歩を踏み出し、ア
ジア太平洋地域の主導的港湾としての評価を再確
立しようと努めている。POALの新経営陣が従業員
および労働組合との関係再構築を優先していること
は明るいニュースだ。特にここ数カ月は新しい労働協
約の交渉が行われ、生産性を引き上げつつ、近年軽
視されてきた港湾労働者のより持続可能な作業量
と労働時間を確保することが目標とされている。

「安全と法令順守の文化が浸透していないという組織的欠陥
があった…その危険性は明らかだった」
最初に犠牲となった労働者に対するエバンゲロス・トーマス裁判長の判決より（2020
年）

「沖待ち時間、労働力不足、生産性低迷…遅延によって
大きなコストを強いられている」
ジャン・ヘンリク・ヒンツ（パシフィカシッピング）（2020年）

　経営陣には、自動ストラドルキャリアの生産性は勤
勉な労働者が手動ストラドルキャリアを操作した場
合より劣るとの忠告がなされていた。それを明確に示
す国際的な証拠があり、POALにも提示されていた。

　労働者に耳を傾けなかった経営陣は、港湾所有
者であるオークランド市の委託で行われた自動化プロ
ジェクトに関する第三者の調査報告書（「ビーンズ報
告書」）で厳しく批判された。

　計画が進行するにつれてソフトウェアに多数の不
具合が見つかり、何度か大規模なシステム停止に陥
り、自動ストラドルキャリアは立ち往生した。こうした暴
走により、労働者の生命や顧客の財産にもたらされ
る危険性への懸念が港湾所有者、メディア、労組か
ら表明され、自動ストラドルキャリアは再三、運行停
止に追い込まれた。

　港の混雑は、最初はインフラの建設と試験のため
に、その後、自動ストラドルキャリアが適切かつ迅速に
コンテナを動かせなかったために悪化した。そして、船
社は経路を変更し、混雑割増料金を課した。

　自動ヤードが停止したために手動ヤードの負担が
増し、ここでも混雑が発生した。経営陣は自動化プロ
ジェクトを強行し、作業の遅れを手動ストラドルキャリ
アの生産性を高めることで乗り切ろうとした。安全無
視による事故が多発し、4年間に荷役作業員3名が
死亡、負傷事故も大幅に増えた。ある死亡事故につ
いて、裁判長は経営陣が作業を急ぐよう指示したこと
が原因であると断定した。

　2022年、数年に及ぶ計画の遅れと業績低迷を
受け、新たに任命されたPOAL取締役会は港湾の
自動化プロジェクトの中止を宣言した。そして「このプロ
ジェクトは遅延続きでターミナル全体に拡大できず、
システムは期待通りに機能していない。完成までの予
測スケジュールやコストに確信が持てない」と述べた。ま
た、新任のCEOは次のように断言した。「このプロジェ
クトの問題は、ソフトウェアの安定性と、求められる速
度で稼働する能力にあった」 

「安全ではなかった。ソフトウェアのプログラムが原因で自動ストラドルキ
ャリアは勝手に動き出した。生命や設備が危険にさらされた」
フィル・ゴフ・オークランド市長（港湾所有者）
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オークランド港の対外評価
•	 2016年～2018年にオセアニア最高と評された有力港湾として
の地位を失う。
•	 2020年は世界370港中351位。
•	 2022年は世銀格付けでオセアニア最低。

•	 遅延とコスト増により企業の信頼を失う。オークランド港は物流
経路から外され、国内最大の取扱量の地位を失う。

•	 労働者３名が死亡したことや労働者の安全と待遇への懸念か
ら、オークランドの指導層、中央政府、地域社会の評価が低下。

•	 労働者の死亡や現場労働者の負担増により、50名から80名
の人員不足にもかかわらず新規採用が困難に。

ニュージーランドが被った幅広い経済的コスト
•	 物流の遅れによるニュージーランド経済の損失は12億ドル。
•	 自動化前のPOALの平均利益の17年分にあたる経済的損
失。

•	 国内他港の外航船入港実績が低迷し、ニュージーランド全体
の輸出能力が損なわれる。

自動化の幅広いコスト

オークランド港が負担する直接の財務コスト
•	 自動化ソフトウェアとガイダンス・システムの償却6,500万ドル 
（現時点）

•	 計画失敗によるPOALのコスト4億ドル（業界専門家の推計）

オークランド港の生産性低迷とシェアの低下
•	 コンテナ取扱量の17％減少。
•	 プロジェクト中の自動化インフラ工事による処理能力の30％低
下。

•	 2020年から2022年に自動化ヤードは常に能力の50％～30％、
手動ヤードはほぼ100％で稼働。

•	 2021年のクレーン稼働率は2018年比で30％低下。
•	 ニュージーランドの海上貿易シェアは2018年の30％から27％に
低下。

所有者のオークランド市が失った配当
•	 配当は年平均5,000万ドルから1,000万ドルに減少。
•	 これまでに失われた配当は総額1億6,000万ドル。
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約束と現実の差 
2015年、POALのトニー・ギブソンCEOは、自動化により「安全性、
環境、地域社会、能力増強に貢献できる」とオークランド市民に
約束したが、以下の現実をどう説明するのか?3

現実
　自動化プロジェクトの結果として安全衛生が損な
われた。 

•	 装置の動作不良で労働者の福祉と生命が日常
的に脅かされた。自動ストラドルキャリアが稼働する
と労働者は危険を感じて近付かなかった。周辺設
備も危険にさらされた。 

•	 プラントやソフトウェアが故障して取扱量が減少す
ると、その穴埋めに手動ヤードの労働者は労働強
化を迫られ、事故が増えた。

•	 死亡原因は経営陣が労働者に作業のスピードアッ
プを迫ったこととされた。裁判所は、取扱量増大の
ために危険を無視して作業速度を高めるよう奨励
する制度に非常に批判的だった。

•	 労働者とその家族には大きな精神的負担がかか
った。新技術による失業の恐れや、作業スピード増
加の圧力によって、身体的疲労も増大した。

•	 休業（時間損失）を要する負傷事故は、自動化
プロジェクトまでの数年間は着実に減少していた。
しかし、2018年から2021年にかけて3倍に増えた。

現実
　自動化プロジェクトの結果、炭素排出と港湾周辺
の大気汚染は増加したとみられる。その要因は以下
のとおりである。

•	 POALは既存のディーゼル式の手動ストラドルキャリ
アを電動式の自動ストラドルキャリアに転換する機
会を逃した。選択の失敗により排出削減を最大
化できなかった。

•	 自動化プロジェクトで取扱量が減り、混雑が拡大
した。鉄道、船舶、数百台のトラックの遅延が常態
化し、（炭素を排出する）これらの輸送媒体は港
湾のスロット待ちの間、アイドリング状態を余儀なく
された。

•	 オークランド港経由でニュージーランドへの入出国が
できなくなった貨物は他港に迂回したが、１コンテナ
当たり何百キロもの鉄道または道路輸送が必要
となり、排出量増大に拍車をかけた。

　POALの年次報告書には（コンテナ取扱量の減
少と再生可能エネルギーの使用増大により）排出量
が低下したと記されているが、自動化プロジェクトの玉
突き効果による排出料量ｰ沖待ちする船舶の排出
量、混雑する港湾および内陸港湾への入場待ちで
アイドリングするトラックの排出量、航路離脱で追加
的発生した排出量などｰは顧慮されていないと思わ
れる。

現実
　自動化プロジェクトの失敗で地域社会（労働者
と家族、他港、輸出入業者）全体が損害を被った。

•	 ニュージーランド企業は混雑のせいで船会社やトラ
ック会社に支払う料金が増えた。トラック会社は
車両の待機コストを補うためにコンテナ1個当たり
50ドルの割増料金を設定した。

•	 コンテナに対する混雑割増料金は1億5,000万ド
ルに達した。

•	 外航船の入港減少と遅延により、輸出業者は市
場に商品を供給できなくなった。第三者の分析に
よれば損失は12億ドルと推計される。

•	 オークランド港の唯一の株主であるオークランド市へ
の配当がなくなり、オークランド市民は1億6,000万
ドルを失った。

安全性
約束

環境
約束

地域社会
約束

取扱量
約束

現実
　自動化プロジェクトの進行に伴い、港湾の取扱量
は対前年比で下落し続けた。

•	 港湾のコンテナ取扱量は2018年から2022年にか
けてほぼ17％下落した4。. 
会計年度（6月30
日を期末とする）

コンテナ取扱量
（TEU)

増減

2018年 973,722  
2019年 939,680 -3.50%
2020年 880,781 -6.27%
2021年 818,238 -7.10%
2022年 811,565 -0.82%
2018年-2022年 -16.65%

会 計 年 度（ 6 月 
30日を期末とする）

入出港 増減

2018年 1,492  
2019年 1,381 -7.44%
2020年 1,271 -7.97%
2021年 975 -23.29%
2022年 945 -3.08%
2018年-2022年 -36.66%

•	 同期間の入出港は37％減少した5。

オークランド市民は自動化により年間コンテナ取扱量が90万TEU
から160万～170万TEUに増えると約束された。
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教訓と勧告

オークランドの教訓
誇大宣伝に注意せよ
　日常業務に精通していないPOAL経営陣は、埠
頭サイドの作業の複雑さを完全に過小評価し、自動
化がすぐに導入できると思い込んだ。

　経営陣は、明らかに楽観的過ぎる予測に基づい
て自動化を試み、失敗のリスクを軽視した。稼働中
の港湾の転換であったためにそのリスクは極めて高か
った。試行期間中に浮上した失敗の兆候は隠ぺいさ
れ、安全上の事故が発生していたにもかかわらず、経
営陣はプロジェクトの誇大宣伝を続けた。

　オークランドは自動化プロジェクトの完全な失敗事
例であるが、誇張された期待に応えられなかった事例
は他にもある。港湾所有者は誇大宣伝に注意しな
ければならない。

　本書は、自動化による生産性向上とコスト削減
効果に疑問を呈する既存の多くの国際的エビデンス
をさらに補強するものである。

　他の生産性効果の調査と同じように、今回の調
査でも、オークランドの自動ストラドルキャリアの作業
速度は遅く、期待されたコスト削減は実現できなかっ
たことが示された。

最優先されるべきは安全衛生
　自動化プロジェクトをゴリ押しするPOAL経営陣が
安全衛生を後回しにしたことは明らかである。自動化
の失敗により労働者への圧力はさらに高まり、作業
速度が優先され、安全が犠牲にされた。

　プロジェクト中に発生した労働者計３名の死亡
は、自動化装置自体に直接に起因するものではなか
ったが、根本的には、自動化を最優先して安全を後
回しにした経営陣の決定に原因がある。安全衛生
対策の手を抜いたPOALに対して、1人目の労働者の
死亡に関しては有罪判決が下され、2人目の労働者
に関しては容疑がかけられ、3人目については現在調
査中である。

　これら労働者の死亡事故は当然ながらオークラ
ンド港とその監督者の評価を損ねた。そのトラウマは
港湾労働者と家族、地域社会を苦しめ、企業とし
てのPOALが負った傷が癒えるまでには時間がかか
るだろう。

「一般的に、自動港湾の生産性は従来型の
港湾と比べて高くはなく...運用コストの高さ
からも自動化推進は説得力に欠ける」 
国際運輸フォーラム（2021年）

写
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港湾の変革においては労使交渉が不可
欠
　港湾労働者は生産性の向上を支持しているが、
期待過剰なプロジェクトは失敗する運命にあること
を当初から理解していた。ニュージーランド海事労組
（MUNZ）はPOAL経営陣に対し、自動化は成功
しないだろうと警告していた。素早いコンテナ処理がい
かに難しいか、また不具合があった時のリスクと危険
性を労働者は分かっていた。

　POAL旧幹部の労働組合に対する姿勢はよく
知られていた。自動化プロジェクト前の2012年には
POALが荷役労働を外部委託し、保障されていた
仕事を労働者から取り上げ、組合員の労働者を日
雇い労働者に置き換えようとして激しい労使紛争が
発生した。労働者は当然、自動化プロジェクトの目的
が、この紛争でできなかったことを実現することｰつまり
雇用者数を減らし、賃金と労働条件を切り下げ、組
合を抹殺することｰを実現することにあるのではないか
と疑った。

　このような緊迫した労使関係のもとで、経営陣は
労働者の懸念に耳を傾けなかった。実際、コンテナ・
ターミナルの実質的ニーズを理解している労働者に経
営陣が相談することはほぼなかった。相互尊重と信
頼に基づく労働者との機能的な関係が存在しない
場合、経営陣はしばしば誤った選択を繰り返すと言
えよう。

　ビーンズ報告書は、労働者の専門的知識がプロジ
ェクトに活かされなかった点を特に強調している。

　経営陣がそれさえ実行していれば、「世界最初
の」自動化プロジェクトというギャンブルに乗り出すこと
も、掛け金をさらに倍加して破綻することもなかった
だろう。

設備投資額を上回った自動化コスト
　自動化がもたらすはずの恩恵に目を奪われた
POAL経営陣は、コストとリスクを無視または過小評
価した。プロジェクトの設備投資は4億ドルに達した
が、港湾とニュージーランド全体が負うことになるコスト
の方が遥かに大きかった。

　自動化が引き起こした混乱は生産性、混雑、港
湾収益を悪化させる一方、運用コストは膨らんでいっ
た。オークランドの地域社会は配当停止を通じて一貫
してそのコストを負担することとなり、行政サービスへの
潜在的影響が増していった。

　自動化の失敗により、船会社はオークランド港利
用者に混雑割増料を押しつけた。船舶の遅延と迂
回で顧客は何十億ドルものコストを背負わされた。他
の港湾や内陸交通網においても混雑が発生した。

　自動化が行き詰まる中、オークランド港は替えのき
かない熟練労働者を失った。残りの労働者の負担
は増し、それが悲惨な死亡事故や負傷事故につな
がった。

　POALはニュージーランドの有力港湾としての地位
を失い、労働者の新規採用に苦労するようになっ
た。さらに政治家からも非難の嵐を浴びた。自動化を
推進したCEOと取締役会長は辞任し、新任された
経営陣は現在、「我々のマナ（マオリ語で『威信、誇
り、地位』）の回復」に力を注いでいる。

 

「（業界の自動化への）期待、特に完全自動化プロジェク
トに対する期待は通常、実現しない…生産性は実際には
7～15％低下する」 
マッキンゼー＆カンパニー（2018年）

勧告

港湾オペレーターへの勧告
01.	 新技術の導入を検討する場合は包括的なリスクおよび影響評

価を行うこと。
具体的には以下のとおりである。
•	 対象は作業現場、港湾全体、および港湾後背地の社会・経済・環境面への潜在的影響とする。
•	 労働者とその労働組合を関与させる。
•	 新技術が労働者、労働安全衛生、プライバシー、サイバーセキュリティ、平等と差別（ジェンダー、年齢、人

種など）、現場内および港湾評価における生産性と業績に与える潜在的影響を考慮する。

02.	新技術の導入を承認する前に厳正、透明、公開の検証作業を
行うこと。
具体的には以下のとおりである。
•	 評価で示されたリスクを全面的に検証し、リスクが管理可能か、可能ならどう管理するかの詳細を

示す。
•	 労働組合や他のステークホルダーに対し、計画案を全面的に検討し、意見を提出する機会を提供する

とともに、プロジェクトを進行させるか否か、進行させる場合に必要な条件について発言権を与える。

03.	新技術を導入する前に労働組合と交渉すること。
交渉事項は以下のとおりである。
•	 労働者による安全リスクの報告方法を含めた安全衛生に関する規定。労働者は安全問題を早期に

把握し、真に安全な作業を確保するためのカギであり、この点は極めて重要である。
•	 失業または職務への壊滅的影響を受ける労働者への金銭的または他の補償。
•	 雇用確保のための業務内容および勤務制度の変更。
•	 生産性、賃金、業績、訓練、採用、現場のセキュリティと労働者の安全（サイバーセキュリティを含む）に

影響するあらゆる技術の利用について。
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政府と規制当局への勧告
05.	労働者の権利を擁護すること。

具体的には以下のとおりである。
•	 安全とプライバシーを含め、労働者に負の影響を与えかねない自動化のリスクを把握し、対処する。
•	 集会と結社の自由を含む労働者の権利を守り、新技術の導入前および導入中に労働組合が労働

者の立場を代表して交渉できるようにする。

06.	港湾への新技術の検討および導入を監督すべき公的監督機
関の権限を強化すること。
監督機関は以下でなければならない。 
•	 安全を損ない、社会・経済的損害を引き起こす新技術の導入を停止または中止させる権限をもつ。
•	 新技術が導入される場合、その進捗を監視し、労働者と幅広い地域社会を守るために必要に応じて

介入する。 

07.	 新技術を導入する前に包括的なリスクおよび影響評価を行うよ
う義務づける。
影響評価は以下でなければならない。
•	 労働現場、港湾全体、港湾後背地への社会・経済・環境面での潜在的影響を対象にする。
•	 技術が労働者、労働安全衛生、プライバシー、サイバーセキュリティ、平等と差別（ジェンダー、年齢、人種

など）、労働現場と港湾の生産性および実績に与える影響を考慮する。
•	 新技術が導入される場合、安全とセキュリティを含めた不測の事態への注意喚起を定期的に行う。

08.	新技術の導入を承認する前に、厳正で透明かつ公開の検証作
業を義務づけること。
具体的には以下でなければならない。
•	 評価で明らかになったリスクを全面的に検証し、そうしたリスクをどう管理するかの詳細を示す。
•	 労働組合とステークホルダーに、新技術の導入案を検討し意見を述べる機会を与え、プロジェクトの進

行の可否について、またその際の条件についての発言権を与える。

04.	新技術の導入を検討する場合、定期的に最新の影響評価を
行うこと。
具体的には以下でなければならない。
•	 評価を活用して安全、セキュリティ、雇用などに影響する不測の問題を把握し、解決する。
•	 問題管理の方法の詳細を含めて評価結果を公表する。

黄 色の自動ストラドル キャリアは、20 18 年8月にオー クランド港コンテナ・ターミナルで 死亡したラブー
ム・ダイヤーが 作 業していたもの。経 営陣は 、自動ストラドル キ ャリア が 期 待どおりの 生 産 性と信 頼
性を実現できなかったため、手動で 作業をしていた労働者に作業 速 度を上げるよう圧力をかけた。  
写真： Greg Bowker / The New Zealand Herald
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労働組合への勧告
09.	新技術の検討および導入の際は積極的に対応すること。

具体的には以下に取り組む。
•	 新技術の導入および配備に際しての交渉権を要求する。
•	 配備案を検証する。
•	 配備案の評価と検証に参加し、労働者にとっての潜在的リスクと機会を把握する。

10.	 新技術について組合員を教育すること。
具体的には以下に取り組む。
•	 荷役作業の自動化および半自動化に伴うものを含めた新技術の潜在的影響について、組合員、職

場代表、地域社会向けに現場での教育を行う。
•	 食堂でのリーフレット配布、オンライン・クイズ、技術の最新報告など、利用可能な資源を活用して組合

員に問題点を伝える。

所有者および投資家への勧告
11.	 自動化推進の根拠を明確にさせること。

具体的には以下のとおりである。
•	 環境と社会への影響がもたらす社会的評価リスクについての独立した分析を含め、自動化推進の根

拠を批判的に検証する。
•	 リスクおよび影響評価を委託する場合、自動化によるコスト削減計画がいかに環境および労働権を

含めた社会とガバナンスの方針に影響するかを分析させる。
•	 大規模プロジェクトにゴーサインを出す前の方針決定の初期段階から、労働組合と地域社会を含む

幅広いステークホルダーを関与させる。
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主な事実経過
　本報告書は自動化プロジェクトを複数の角度 - すなわち、自動化プログラム自体、港湾への影響、ニュージ
ーランドへの影響、労働者への影響 - から検証している。したがって同時期の出来事について複数回述べてい
る。わかりやすくするために、主な出来事を時系列でまとめてみた。

2011年12月－ 
2012年4月

オークランド港からの労組排除と「競争的荷役労働」の導入をめぐり、ストライキとロ
ックアウトが起きる。

2015年6月 港湾の敷地拡大（埋め立て）に向けた資源開発が却下される。
2015年8月 POAL経営陣がコンテナ・ターミナル自動化に向けた第1回協議を開始。
2016年6月 POALがオセアニア最高の港湾として表彰される（2017年、2018年も受賞）。
2016年6月 POALが5430万ドルという過去最高の配当を実施。
2016年8月 POAL経営陣がコンテナ・ターミナルを2019年までに自動化するとの決定を発表。
2018年 1台目の自動ストラドルキャリアが配備され、試験区域が設定されて試験が開始。

自動化のインフラ工事で港湾の容量が縮小、混雑が発生する。
2018年上半期 オークランド港の取扱量は史上最高の973,722TEU。
2018年8月 手動ストラドルキャリアを運転中のラブーム・ダイヤーが作業速度を上げすぎてキャリア

が横転、死亡する。
2018年11月 トラック会社が港湾に対して混雑割増料金を請求し始める。
2019年 自動ストラドルキャリア用のインフラおよび試験区域が設定され、ターミナルは自動ヤ

ードと手動ヤードに分けられた。18年と19年の過去最大の混雑の再現を避けるため
自動化の開始日が2020年に延期された。

2020年3月 コロナ禍による国境閉鎖。港湾は稼働し続けたが、国境をまたぐ人の移動は困難
になる。

2020年6月－9月 POALが自動化プロジェクトは「継続中」と宣言。9月に自動ストラドルキャリアによる
最初の貨物船の荷役が行われる。

2020年8月 倒れたコンテナの下敷きになりパラーモ・カラティが死亡。港湾所有者のオークランド
市が安全衛生に関する独立した調査を要求。

2020年11月 ソフトウェアの不具合のため自動ストラドルキャリアの使用が中止される。
2020年11月 マースク社が港湾に混雑割増料金を請求、ただちに他の海運会社も追随。
2020年11月 自動ストラドルキャリアの衝突、転覆事故を受け、その使用が再び中止される。
2020年12月 競合するタウランガ港が「貨物のオークランド迂回により」コンテナ取扱量が21％増

大したと報告。
2021年3月 ハパック・ロイド、マースク、ハンブルク・スド、MSCの各社が「スケジュールの信頼性を守

るため」オークランド港をオセアニア～米東海岸間の合同サービスから「制度的に排
除」

2021年3月 安全衛生に関するCHASNZの独立調査で、自動ストラドルキャリアには安全性に
関する確固たる根拠がないと判定。

2021年6月 ソフトウェアの不具合による衝突事故がさらに発生したため、自動ストラドルキャリア
の使用は恒久的に停止される。2022年3月の使用再開が決定される。

2021年6月 POALが10年ぶりの低額となる370万ドルの配当支払い。
2021年6月 自動化プロジェクトを推進したPOALのトニー・ギブソンCEOが辞任。
2021年12月 労働者の所定労働時間が週60時間から48時間に短縮される。
2022年4月 接岸中のコンテナ船内で高所から転落したアティロア・トゥアイティが死亡。
2022年5月 世界銀行がオークランド港の格付けをオセアニア最低に引き下げ。
2022年6月 マースク社がオークランド港利用者への混雑割増料金を引き上げ。
2022年6月 同年のコンテナ取扱量が811,565TEUとなる。
2022年6月 POALが自動化プロジェクトの中止を発表。ソフトウェアとインフラのコスト6,500万ド

ルを償却。
2022年6月 オークランド市のフィル・ゴフ市長がプロジェクト失敗に対する独立調査を要求。
2022年7月 市長の要求により、POAL取締役会は撤回された自動化プロジェクトの独立した検

証を外部のインフラ専門家マーク・ビーンズに委託した。
2022年9月 POAL取締役会からビーンズ報告書が公表され、自動化プロジェクトの多数の側面

と経営陣が批判された。
2022年12月 POALとMUNZ間で新しい労働協約が締結され、定額給と安全衛生対策が確

立された。
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第1部
自動化が試
みられた理由

自動化前はトップ港湾だったオ
ークランド港
　自動化が推進される前のオークランドは飛び抜け
て生産性の高い港だった。労働時間当たりのコンテナ
取扱量は2009年の55から2014年の80に増え、ニュ
ージーランドのコンテナ港で最大の生産性を誇り、オー
ストラリアの上位5港をも凌駕した6。

　2016年6月、オークランド港は「アジア貨物・物流・
サプライチェーン賞8」で「オセアニア最高の海港」に認定
され、その地位を2017年と2018年も維持した。

　経営陣は自信を深め、トニー・ギブソンCEOは人気
のウォーターフロント沿いにあって敷地が限られていると
いう最大の難題を克服すると発表したが、その方法
は土地を買い足すことではなく、既存の場所に新技
術を導入することだった。手動ストラドルキャリアキャリ
アを自動ストラドルキャリアに変えれば取扱量を2倍
に増やせると見込んだのだ9。出所：運輸省、 BITRE, NZIER.7 

オーストラリアとニュージーランドの生産性
の比較
時間当たり平均的コンテナ取扱量（2013暦年）

ブリズベン

シドニー

メルボルン

アデレード

フリマントル

オークランド

タウランガ

リトルトン
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　オークランド港湾会社（POAL)はニュージーランド（
マオリ語でアオテアロア）最大の都市の港湾を管理
する会社である。オークランド市にあるワイテマタ湾とマ
ヌカウ湾に沿った二つの海港を運営するほか、内陸
港も4箇所運営している。

　オークランド港はニュージーランド最大の輸入港で、
主にコンテナ貨物や自動車、混載小口貨物の荷揚
げを行っている。また国際クルーズ船や国内フェリーの
業務も行う。コンテナはファーガソン・コンテナターミナル
（以下「ターミナル」）で、また輸入車両などは隣接す
るターミナルや埠頭で取り扱っている。

　POALのメインの海港はワイテマタ港の南岸に位置
するが、そこはオークランドのビジネス街の中心である。 

自動化推進の決定
　2011年にトニー・ギブソンが新CEOに指名される
と、POALは取扱量増大と、それまでの急成長をも上
回る生産性向上の方策を探り始めた。労働組合の
力を削ぐことも目的の一つだった。

　2012年、ストライキとロックアウトの激しい応酬が
起きたが、その原因は港湾荷役業務を外部委託
し、労働者に保障された港湾労働を取り上げ、組合
員を日雇い労働者に置き換えるというPOALの方針
だった11。これをPOALは「競争力ある荷役労働」とよ
び、労働コストの削減につながると主張した。この方
針の下では、非組合員は組合員と比べて低賃金か
つ劣悪な労働条件で働かされていたことだろう。

　ストライキとロックアウトが全国のメディアで報道さ
れ、POALは大きな注目を浴びた。ニュージーランド海
事組合（MUNZ）によれば、経営側は反労働者的
なブロガーに、ある従業員の休暇記録という秘密情
報を入手、公表させるなどの卑劣な戦術を採用した

　これまでオークランド港は物理的な拡大を通じて
取扱量を増やしてきたが、今日ではそれも難しくなっ
た。港湾と隣接施設周辺の地価が上がり、競争が
激しくなったからである。

　このため港湾の場所をめぐっては議論が絶えず、
貨物の取り扱いを隣接する地方港のファンガレイ港
やタウテマタ港に移す案や、さらには海底の深い場所
に新たに港湾を造り直す案まで現れた。

　関連する市および自治体の委託でなされた2012
年の「北島北部港湾調査」によれば、主要3港のキ
ャパシティは今後30年の需要予測に十分対応でき
るとされた10。

オークランド港について

12。この労働者は終末期にあった妻の介護のために
休暇を取得していた。紛争中、MUNZはITFの支援
を得た。最終的には議員や、マースク社からストに起
因する割増料金を請求された企業の圧力により、
さらには雇用裁判所に訴追される情勢になったた
め、POALは港湾労働者の未組織化の方針撤回に
合意した13。

　だが一方で御用組合のポートプロ（PortPro）が
設立され、新しい労働協約が締結されたが、それは
従来の労働条件を下回るものだった14。結局のところ
ポートプロは活動を停止し、組合員の大半はMUNZ
に加入した。ポートプロの労働協約は2015年に締結
されたMUNZの協約に取って代わられた。自動化プ
ロジェクトが始まるわずか数カ月前の出来事だった15。

ワイテマタ湾
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POALのトニー・ギブソンCEO。自動化は安全性、環境、取
扱能力の向上につながると約束した。 
写真：POAL

　同じ頃、ワイテマタ湾の埋め立てにより敷地を拡張
するというPOALの計画は暗礁に乗り上げていた。世
論の反発で敷地拡張の規模が徐々に狭められたた
め16、コンテナの積み上げを3段から4段に引き上げる
新たな計画と組み合わされた。2015年、ブレディスロ
ー埠頭拡張の資源開発を審理した裁判でPOALが
敗訴し、拡張計画は棚上げされた17。

　リストラと港湾拡張による未組織化の試みに失
敗した経営陣が目を付けたのが自動化だった。会社
に残す荷役労働者を選別、削減できると同時に取
扱量も増やすことができると踏んだのである。

　稼働中の港湾を自動化することのコストと混乱を
考えれば、効率の面で大きな問題が生じることは予
測できたはずだ。事前に困難を予測し、解決策を検
討することもできただろう。しかし、そうではなかったこと
をエビデンスが示している。

経営陣の狙い
　2015年、POALのトニ・ギブソンCEOは自動化プロ
ジェクトについて協議を行うと発表し、その際「我々に
はより多くのスペースが必要だ。外に拡張できない以
上、上に拡張するしかなく、その点で自動化は最適
な選択肢と考えられる」と述べた。POALは、自動化
プログラムで港湾の取扱能力は90万TEUから160
～170万TEUへと倍増し、荷役労働者を50名削減
できると述べた18。

　2012年の労使紛争敗北直後に、敷地拡張計
画に限界が見えたことでなされたこの決定には、技術
的側面と権力的側面がある。港湾の生産性向上
は今や経営側の労働組合に対する見方と深く結
びついていた。すなわち、労働組合は無用であり、会
社の業績と経営陣の権限を脅かす存在であるとの
見方である。自動化はPOALにとっては単なる技術
開発ではなく、経営側の権力を行使する機会であっ
た。この点はコンテナリゼーションの時代の経営側の優
先目標と同じである。

　経営側は、4段積みの自動ストラドルキャリアをテレ
ックスポートソリューションズ（現コネクレーンズ）から27
台調達する計画を立てた。既存の手動ストラドルキャ
リアの3段積みより1段高く積めるもので、このうち21台
はアップグレードされる予定だった。これにより、埋め立
てによる敷地拡張なしにコンテナターミナルの処理能
力が30％向上し、作業速度の上昇で取扱量が増
えると期待された。また、自動ストラドルキャリアはトラ
ックへの揚げ降ろしやターミナル周辺のコンテナ移動に
利用され、「より複雑な作業は引き続き手動ストラド
ルキャリアで行う」19とされた。

　ギブソンCEOは、自動ストラドルキャリアは多くの利
益をもたらすと主張した。「人が乗らないため本質的
に安全である。使用燃料は10％減り、排出量も少な
いので環境にプラスの効果がある。静寂でターミナル
の照明も少なくて済み、騒音と照明汚染を減らせる。
要するに自動化は安全、環境、地域社会、処理能
力向上に貢献する」20

　オークランド港の経験が特に注目されるのは、自動
ストラドルキャリアを使って稼働中の港湾を自動化す
るからであり、POAL経営陣によればそれは世界初で
あった。これまでの自動ターミナルの大半は最初からそ
の目的で開発されている。手動ターミナルを自動化し
た例はきわめて少ない。コスト、混乱による影響、資源
統合の難しさ、過去の経験といった多くの点が考慮さ
れた結果である。

　オークランド市の要請によりPOAL取締役会が委
託した2022年の自動化プログラムの検証報告書（ビ
ーンズ報告書）は、「プロジェクト承認のために取締役
会に提出された事業の根拠は不十

「オークランド港は稼働中に自動化され
る世界初の港湾である」
POAL2020年度年次報告書22 

　分」であり、「部分的自動化が何故この時点で望ま
しい解決策だったのかは正式に確認されていない」と
している。また、取締役会はリスクを完全には理解し
ていなかった21としている。とりわけPOAL経営陣が、限
られた港湾の物理的条件のなかで生産性向上また
は保管能力引き上げにつながる他の選択肢、たとえ
ば手動ストラドルキャリアの高さ引き上げなどを真剣
に検討した形跡はない。

無視された労働者の提案
　MUNZは自動化を正当化するPOALに対し、国
際的経験やITFの報告書に基づいて以下のように反
論した。

「自動化についてのあらゆる調査や自分たちの
経験から、（自動化で）荷役速度が上がったタ
ーミナルは世界に一つもない。コンテナ当たりの処
理速度は低下した…時間の無駄である。高速
化は実現しない。手動システム並みの処理速
度を実現できた例はない。つまり生産的ではな
い。速くもなければ安くもない」23

　2021年、世界には約53の自動化または部分的
に自動化されたコンテナ・ターミナルがあったが、それは
世界のコンテナ・ターミナルのキャパシティの4％にすぎ
ない24。自動化の例が少ない重要な理由の一つは、
実績が貧弱なことである。国際輸送フォーラムでも、
自動化が大きな成果をあげていないことが示された。
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「自動港湾は通常港湾と比べて一般的に生産
性が高いとはいえない。自動化よりも港湾の組
織体制や専門性、地理的条件、規模の方が
実績を左右する要因になる。それが今日までコ
ンテナ港の自動化の例が少ない理由である。
同じように運用コストの高さも自動化が全面的
に推奨されない理由である。コンテナ・ターミナル
の自動化で労働コストは低下するが、設備投資
が膨らむ。自動装置は手動装置より高価なた
めである。
最後に、しばしば自動化はターミナルの労働者
の安全衛生に貢献するとの論調をみる。労働
者がリスクにさらされる工程を自動化すれば、た
しかに有益であるが、実際に安全性が全体的
に向上することを示す明確な実証データは得ら
れていない」25

　自動化は万能薬ではない。国際的な研究によれ
ば、自動化はいつも安価で高速だと宣伝されるが、
実際に稼働させると作業速度が低下する場合も多
く、これによる生産性の低下が労働コストの削減分を
相殺しかねない。たとえばマッキンゼーの調査は以下
のように指摘する。

「我々の推計どおり、自動化で運用コストは 
25％～55％低下し、生産性は10％～15％向
上することが見込まれる。だが今日、これらの見
込みは総じて実現しておらず、特に完全自動化
プロジェクトにおいてそうである。我々の調査によ
ると、自動化港湾の運用コストは実際に低下す
るが、15％～35％低下するにすぎず、生産性も
実際に7％～15％低下する」26 

　MUNZは自動化が効率化をもたらすとの主張に
も反論した。手動ストラドルキャリアは4段積みも可能
だと指摘し、想定された業績上の問題解決のために
は別の選択肢があっただろうことを示唆した。POAL
が示したこれらの自動化推進の根拠から、MUNZは
港湾自動化に向けた経営側の戦略と運用の両面
に欠陥があることを確信した。

　自動化は一義的には組織労働者の弱体化（数
の減少を含む）を狙った継続的な取り組みであると
MUNZはみていた。実際、POAL経営陣は、自動化
は「雇用にも影響が及ぶ可能性があり、最大50人の
雇用が失われるかもしれない」が「処理能力、コスト、
環境に貢献できる可能性がある」と明かしていた27。

　自動化をめぐるあらゆる戦略的議論からMUNZ
が排除された結果、労働組合の見解と知識は考慮
されなかった。ビーンズ報告書も戦略的ビジョンと情報
に問題があったと指摘している。

　意思決定におけるMUNZの排除は、1回目の
協議とスコーピングを受けて行われた2回目の協議
（2016年）において一層強まった28。MUNZは真の
協議が何ら行われなかったことを明らかにしている。行
われたのは当面の予定に関する経営陣からのブリーフ
ィング２回だけだった。MUNZは既に決まったことにつ
いてやり取りしているだけだと理解した29。

　こうした中で2016年4月に自動化推進の最終決
定がなされたのは自然な成り行きだった。8月には経
営陣が世界に向けてその決定を公表した30。

　決定はなされたものの、POALがその後の困難を
認識していたことは注目に値する。彼らは稼働中の港
湾を段階的に自動化するという特異なタスクに挑ん
でいることを認めていた。POALの公式声明も「世界
初」という点を強調していた。2016年の年次報告書
では自信たっぷりにこう述べている。

「我々はコンテナ・ターミナルの部分的自動化に
合意した。ニュージーランドの港湾として、また世
界でもこの特殊なアプローチをとるのは初めてで
ある。クレーンによる手動作業は維持しながら高
い生産性を確保する一方、ヤードとトラックの作
業を自動化して効率性を高め、処理能力を増
強し、コストを下げる。2019年に完全自動化が
実施された時に大きな戦略的アドバンテージを
得る」31

　オークランド市のフィル・ゴフ市長が回想のなかで自
身が懐疑的であったと述べている点も注目すべきであ
る。

「（ギブソンCEOが）誇らしげに『我々は最先端
のテクノロジーを使っている』と言ったとき、私は『こ
こがそれに適した場所か、よくわからない。誰もや
ったことがないのだからね。本当にうまくいくかは
君にも分からないはずだ』と言った。」32

　こうした問題がありながら自動化を強く推進したの
はサプライヤーであった。手動と自動の両方のストラドル
キャリアをPOALに供給していたコネクレーンズは、4段
階の「オークランド港自動化への道」を提案し、潜在
的顧客にこれをサクセスストーリーとして示していたと思
われる33。 

自動化の成功を見込んでPOALが作成した
マグカップの一つ
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第2部
自動化の失敗
「テニスしながら心臓の手術を受ける
ようなもの」 
POALのトニー・ギブソンCEOが稼働中の港湾の自 
動化を評して34 

　上記のギブソンCEOの発言は、リアルタイムの自動
化プロジェクトがはらむ重圧と危険性をPOALの経営
幹部が認識していたことを示している。それは複雑で
困難なプロジェクトであり、ビーンズ報告書もそのことを
多くの側面で指摘し、自動化の立案・実施には高度
のスキル、知識、経験、調整力が必要であることを示
唆している。しかしながら、実際のプロジェクトではやら
ずもがなのミスが続いた。

2016年～2019年 
ターミナルの容量
　当初、自動化プロジェクトは計画どおり進むかに見
えた。新しいファーガソンノース埠頭も完成した。コンテナ
クレーンも3台が新設され、自動ストラドルキャリアの重
量に対応できるよう舗装路の大規模な補強が行わ
れた。トラック積載エリアが新設され、冷凍コンテナ用
の容量も確保された35。  

　POALの2018年度年次報告書は次のように述べ
ている。

「新しい自動ストラドルキャリア27台のうち25台
が搬入、組み立てられ、現場試験が行われてい
る。トラック・グリッドの3分の2が自動化対応に
転換され、ポジショニング・システムと照明を支え
る新しい柱が立てられ、全長24キロの光ケーブル
も敷設された。」36

　一方、稼働中の港湾を自動化することの困難も
現れ始めていた。POALの2019年度年次報告書は
取扱量減少の原因は自動化のためのインフラ工事
にあるとした。

「港湾の自動化は通常、新しい港湾・ターミナ
ル、または閉鎖可能なエリアで行われる。当社
には代替地がないため稼働させながらターミナル
を自動化しようとしており、容量の縮小は避けら
れない…自動化に向けた工事は今がピークであ
る。特に、ターミナル自動化に必要なインフラ工事
（掘削、舗装改修、ケーブル敷設、電柱設置）
のためにターミナルの容量は縮小している。とりわ
け輸入シーズンには通常の作業が困難になる。
その結果、業務が大きく制限され、コンテナ取扱
量は減少している」37 
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　POALによると、インフラ工事のために「2018年、タ
ーミナルのキャパシティは20％減少した」38一方、物流
会社のヘニング・ハーダースは、影響はもっと大きいと
推計した。「この巨大で複雑なプロジェクトが完全に
最適化するまでに最長12カ月かかるだろう。ヤードの
容量は既に20％～30％減少している」39。こうした取
扱量の減少は自動化前に予見できた点に留意すべ
きだ。2019年度の年次報告書で言及されたすべての
要素は事前評価の段階で想定されていたのかもし
れない。

　2019年、自動ストラドルキャリアの試験エリアが設
置されたが、作業速度は常に手動ストラドルキャリア
より劣っていた。POALが2019年9月にフェイスブック
に投稿した動画は、自動ストラドルキャリアの作業速
度が手動ストラドルキャリアより遅いことを如実に示し
ている。自動ストラドルキャリアが4つのコンテナをさばく
間、手動ストラドルキャリアは12のコンテナを処理して
いた40。

　「自動化ヤード」はターミナルの約3分の1を占拠した
が、「手動ヤード」並みの処理能力を発揮することはな
かった。しかもソフトウェア更新のために自動ストラドル
キャリアはしばしば作動停止した。プロジェクトのいか
なる段階においても27台の自動ストラドルキャリアが
全て稼働することはなかった。一度に試験できるのは
最大6台までだった41。労働者によれば、自動ストラド
ルキャリアが使われるのは稀だったため、タイヤの変形
を防ぐために定期的に動かす必要があった42。

　2020年はじめ、POALは工事のために生産性が
低下していることを認め、次のように述べた。「稼働中
のターミナルを更新させるのは難しく、ある程度の混乱
や容量縮小が発生する」43

2020年－2023年 
重大事故で自動化が足踏み
　上述のとおり、自動ストラドルキャリアの試運転で
は、経営陣が期待した生産性の向上は見られなかっ
た。またソフトウェアの不具合で全車両が停止すること
もしばしばだった。自動ストラドルキャリアを運転してい
た荷役労働者のグラント・ウィリアムスは以下のように
回想する。

「機械がプログラムにない動作をすることがあっ
た。小さなことだが問題になり、試験全体に疑
念が生じた。この種の試験は性能に対する確
証を得るには十分でなかった。しかし、試験は続
行された。賞金や期限内の成果ばかりに目が
向けられていた」

　ビーンズ報告書によると、労働者が指摘した問題
が是正される代わりに、「試験の重要な評価基準
が変更された（検収試験を通りやすくした）。変更の
合理的理由が明かされることはないだろう」45。このこ
とは、港湾自動化に使用されるあらゆるソフトウェアと
人工知能に対する適切な試験体制を確立し、労働
者の意見を取り入れることがいかに重要であるかを
示している。

　コロナ禍によるロックダウンで自動化プロジェクトは
さらに遅れた。国境が閉鎖されたため、海外から専
門的な技術者を呼び寄せることも困難になった46。

　にもかかわらず、試験後の自動化第1段階は2020
年6月にゴーサインが出され、9月にはコンテナ船の荷
役が開始された。

　2020年11月、ある労働者が匿名でラジオ・ニュージ
ーランドに対して、自動化の失敗（ソフトウェアの不具
合、港湾と自動ストラドルキャリア供給業者との連携
不足を含む）で生産性が落ちていることを曝露した。

　埠頭が自動エリアと手動エリアに分けられたこと
で、さらなる問題が発生した。自動ストラドルキャリアが
作動停止すると埠頭の処理能力が大きく低下した
からだ47。トラック運転手は自動ストラドルキャリアのた
めに長時間待機するより、手動の埠頭を利用するこ
とを望んだ48。

　これにより、労働者の作業量増加の圧力が必然
的に高まり、深刻な結果がもたらされた。自動ストラド
ルキャリアの動作不良に起因する作業の遅れを取り
戻すために、手動ヤードの労働者が作業速度を高め
るように迫られた。高額の奨励金が提示され、安全
と健康が犠牲にされた（第５部「労働者への影響」
参照）。技術革新の導入が不適切な場合、労働
者の負担が大きくなることの典型例である。

　事情に精通した第三者はこの矛盾に気付いて
いた。通関業・貨物運送業連合のクリス・エドワーズ
CEOはこう述べた。「彼らがやろうとしたことは稼働中
の現場ではほぼ不可能だった。自動化を試そうとする
一方、港湾業務は続けなければならなかった。」49

　自動ストラドルキャリアをめぐる複数の重大事故が
発生したことで、自動化実施の危機は深刻化し、停
止期間が延長された。

　2020年11月はじめ、ソフトウェアの緊急修正のため
自動ストラドルキャリアは停止された50。同月末には1
台の自動ストラドルキャリアが「過積載」で方向転換
に失敗し、コンクリートの柵の上に「横転」、コンテナに
衝突して停止した51。労働者１名の死亡事故（第５
部「労働者への影響」参照）を受けて2021年３月に
オークランド市の指示で行われた安全衛生点検の結
果、「この自動化プロジェクトは、ファーガソン埠頭の自
動ストラドルキャリアの開発・運用の安全性を担保で
きない」52との結論が出された。2021年6月17日、1台
の自動ストラドルキャリアが「ソフトウェアの不具合」53で
制御不能になり、運搬中のコンテナを他のコンテナに
衝突させた54。

　2021年3月までに80隻が自動化ヤードを使用

し、9か月間で合計約5万個のコンテナが処理され
た。これを港全体の実績と比較してみると、港全体
では同期間に約65万個のコンテナが処理されてい
る。つまり、コンテナの9割がターミナルの3分の2を占め
る手動ヤードで処理されたことになる。しかしながら、
トニー・ギブソンCEOは、自動ストラドルキャリアは手動
ストラドルキャリアと同じ処理能力を発揮したものの、
まだ「ソフトウェアと生産性に一定の問題が残されてい
る」と述べた55。

　2021年4月、政府関係者が閣僚に次のように報
告した。「自動化プログラムの実施は遅れており、完全
に効率的なターミナルにはなっていない。ニュージーラン
ドの主要港として、POALは多数の船社が最初に入
港する港であるため、サプライチェーンの下流に遅延を
引き起こしている」56 

「自動化システムがスペースを奪っている…埠頭の先端にクレーンが
置かれたまま３年が経過した。青色の自動ストラドルキャリアは“
何もしていない”」 
ラッセル・メイン（職歴40年の荷役労働者）44 

自動 ストラドル キ ャリアの 遠 隔 操 縦 席 　 －
　POALは最近、操作用ソフトウェアを含めて
6,500万ドルを償却したと発表
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　政府官僚はウェリントンの閣僚に新しい工程につ
いて報告した。「ソフトウェアに不具合があり、POALは
運用見直しを決定した。コンテナ・ターミナル内の手動
作業を拡大し、自動化エリアを狭めて試験とシステム
最適化を行うという」61…「第2ステージでは試験エリア
を拡大して一部のコンテナを動かし、第3ステージでは
自動化をターミナルの北バース全体に広げる。第4ステ
ージ（稼働開始または完全自動化）の日程はまだ決
まっていない。検討結果から2022年3月後半が現実
的かつ実現可能と思われる」62

終盤
　POALは2022年2月に発表した中間報告におい
て、「1月半ばに第2ステージを開始した。試験エリアを
拡大し、幅広い自動化タスクのシステムを点検した」63 

と述べている。だが、2022年3月の完全自動化達成
は幻に終わった。2021年、自動化プロジェクトの主要
な推進者だったリズ・コーツ取締役会会長とトニー・ギ
ブソンCEOが辞任した。2022年6月、新CEOを迎え
たPOALの新取締役会は自動化プロジェクトの終了
を発表した64。2年間で自動ストラドルキャリアが取り
扱った船舶は120隻にすぎなかった65。プロジェクトは
失敗に終わった。

　新経営陣は傷口の修復に積極的に取り組み、
経験豊富なマーク・ビーンズを投入し、経営の視点か
ら自動化戦略を検証させた。ビーンズ報告書ではプロ
ジェクトの立案・管理における様々な失敗が指摘しさ
れた66。報告書は公表されたが、それは新経営陣が
自動化の決定から距離を置いたことを示していた。

　コーツ会長67とギブソンCEO68がビーンズ報告書を
公然と批判し、自動化プロジェクトは成功するはず
だったが、コロナ禍と労働者の姿勢がそれを阻んだと
頑なに主張していた点に留意すべきだ。前取締役の
何人かも同じ感情を表明したと報告書は指摘して
いる。

　ビーンズ報告書は失敗の原因が経営とガバナンス
にあり、それらが根拠の薄い決定や貧弱な工程管理
をもたらした断言している69。ニュージーランドの他の港
湾もコロナ禍の影響を受けており、組合が労働者を
組織しているが、オークランド港で発生したような問題
は同時期に発生していない点に留意すべきである。

　取扱量の減少、事故、ソフトウェアおよびガイダンス
システムの償却決定は、結局のところ、自動ストラドル
キャリアを稼働させるシステムを港湾に組み入れるこ
とはできなかったこと、POALの夢はかなわなかったこと
を意味している。人力がもたらす正確性、速度、安全
性に匹敵するものを実現させることはできなかった。

　新CEOのロジャー・グレイ氏は自動化プロジェクトの
中止を宣言し、自動ストラドルキャリアの失敗を次のよ
うにまとめた。

「自動化プロジェクトで我々が直面した問題は、
ソフトウェアの安定性と求められる速度で稼働
する能力だった」70

過誤と失敗 - 届かなかった声
　失敗への道筋は誤った経営戦略で敷き詰められ
ていた。

　ビーンズ報告書の内容は明瞭である。POAL経営
陣が「世界初」のプロジェクトに突き進んだのは、野心
的すぎる選択であり、成功に必要な質の高い管理と
取締役会による監督が最初から欠けていた。

　このプロジェクトはオセアニア最高の業績を誇るコン
テナ港で、業務を継続しながら複雑な自動化を導入
し、敷地面積を変えずに取扱量を倍増させつつ、中
核的な労働力の６分の１を削減しようとするものだっ
た。POAL経営陣はプロジェクトに伴うリスクを次のと
おり認識していた。

「このようなプロジェクトの実行には大きなリスク
が伴う。稼働中のターミナルの自動化にいたって
は尚更である。本格的な自動化開始後に故
障やシステム障害が発生したら、その影響は甚
大だ」72 

　自動ストラドルキャリアが満足に作動しないこと、特
に2021年6月の事故は安全性に対する深刻な懸念
を投げかけた。POAL経営陣は自動ストラドルキャリア
が負傷者を出したことはなく、誰にも危険を及ぼして
いないと主張したが、制御不能となった自動ストラドル
キャリアが安全リスクとなることは明らかだった。手動
ストラドルキャリアを運転する労働者は、制御不能と
なった自動ストラドルキャリアがどのように動くかを報告
し、近くで作業するのが怖いと語った57。 

停止されたプロジェクト
　2021年6月の事故の根底にある問題がいかに深
刻かを考えれば、自動化プロジェクト全体を停止させ
るのは当然のことだった。フィル・ゴフ市長は、港湾所
有者であるオークランド市にとって、このプロジェクトは「
生産性を向上させるものではなく、むしろ逆効果だっ
た」と振り返った58。.

「安全ではなかった。少なくとも2回、ソフトウェア・
プログラムが原因で自動ストラドルキャリアに異
常が生じ、プログラミングにない動作を勝手に始
めた。生命と設備が危険にさらされた。」59 

　自動ストラドルキャリアに異常が発生したことで、運
用の見直しが行われた。2021年7月、経営陣は工程
表を見直し、稼働開始を2022年3月に延期した。

　ただし、2022年3月という期限も怪しかった。経営
陣は、問題のあることが明らかになった技術と、遅延
や割増料金に苦しむ顧客の怒りの板挟みになってい
た。明らかに自信を無くし始めていたPOALは次のよう
な慎重な声明を発表した。

「この工程は既存の輸入需要とピーク時の輸出
に影響しかねず、サプライチェーンの混乱に拍車を
かける恐れがある。そのため、稼働開始日はプロ
ジェクトの後半にならないと示せない。2022年3
月の稼働開始が輸入または2022年の輸出シ
ーズンに打撃を与えると感じられたら、さらに延期
することになるだろう」60
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　これほど大規模なプロジェクトを開発、実行する場
合、現場の経験と専門知識を有する人に助言を求
めるのが当然である。過去に労使の争いを経験した
ことがある職場であっても、提案の規模や影響がこれ
ほどまでに大きい場合は、業務に精通するすべての
関係者が関与すべきであろう。

　だがPOAL経営陣は労働者を関与させなかった。
荷役労働者と組合には、すでに細部まで詰められた
計画を示しただけだった。それは「参加命令」だった。
今後の予定についての2回のブリーフィングが行われ
ただけで、中身のある意見を聞くというものではなかっ
た。ビーンズ報告書もこの点を厳しく突いている。

これは本質的な転換を伴うプロジェクトであり、
企業全体での高度の協力と計画立案が求め
られるものだった…プロジェクトチームの体制、説
明責任、動き方を確立できなかった。特に、この
問題に精通した信頼できる経験者を内部から
参加させなかった。こうした経験者なら「実践的
な検証眼」を持ち込めたであろう。プロジェクト
チームに重要分野の専門知識をもった従業員
の参加を確保するのは取締役会の責務であっ
た」73 

　当該の現場スタッフの協力を得ず、自動化を既成
事実として説明するやり方は、プロジェクトの重大性に
見合った賢明な判断とは言い難く、自動化の主な目
的はむしろ組織労働者の破壊だったとする組合の
主張を裏づけるものである。

　ビーンズ報告書は、プロジェクトのための適切な土
台が当初から欠けていたと断言する。そして、部分的
自動化の遂行を単に勢いだけで決定し、ベンダーの
選定を含めて具体的な検討を行わず、セーフガードも
確保しなかったと批判する。

「2016年4月の決定の時点で、可能な選択肢
に対する公式な再評価は行われず、この時点で
なぜ部分的自動化が望ましい選択肢と言える
のかについての公式な説明もなかった。
ベンダーの選定手続きも適切ではなかった。こ
の点が特に重要なのは、選定されたベンダーが
2021年からPOALのコンサルタントとして協業し
ており、提案されたソリューションの仮定を確立す
る上で重要な役割を果たしていたからである。
プロジェクトに関連するITリスクの分析不足は最

も深刻である。自動化ソフトウェアの調達につい
ての経営幹部の検討は不十分だった。」74

　2016年の決定とその根拠に関するビーンズのコメ
ントは明快である。彼は、取締役会と上級管理職
の両方が、提案されたプロジェクトを専門的に評価
するという基本的な義務を怠ったと断言する。新技
術が重要な役割を果たすプロジェクトにおいて、経営
陣の判断ミスが「最も重大であった」とビーンズは指摘
する。

　プロジェクト開始前に適切な評価が行われていた
ならば、POALは海外の事例を認識することができた
だろう。上述のとおり、港湾の自動化は生産性の向
上や荷役の迅速化をもたらさず、とりわけ敷地の制
約に悩まされている港湾には適さない。

　にもかかわらず、2020年後半、POAL経営幹部の

「手動の作業員は自動化のコンピューターが感じ取れない多くの
ことを感じ取っていると思う。天候を読み、風力を計算し、装置
に何らかの異常があればそれを把握できる。
音を聞いて作業を止めたことも何度もある。自動装置はセンサー
が停止を命じない限り動き続ける。目配りをし、注意する、人は
それができる」”
グラント・ウィリアムス（荷役労働者）71

一人はラジオ・ニュージーランドで、2020年後半のコンテ
ナ取扱量は少なかったが、「同様の自動化システムが
取り入れられている海外の港湾（オーストラリア等）と
同程度だった」75と得意気に語った。前述したように、
オークランド港の生産性は、自動化プロジェクト開始
前はこれらの港湾を凌駕していた。

　つまり、自動化プロジェクトの最大の目的がコンテ
ナ取扱量の増大であったならば、それは間違った選択
だったことが証明された。この自動化プロジェクトは、第
一に、限られた敷地の稼働中の港湾で、第二に、そ
の限られた敷地内で2倍のコンテナを動かすという非
現実的な目標を掲げて、反対のエビデンスがあるにも
かかわらず、未熟なまま立案され、実行された。
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第3部
港湾はどうなったか

　近年、オークランド港はコンテナ取扱量の減少、ク
レーン稼働率の低下、トラック処理量の減少、入港船
舶の減少、混雑サーチャージ（割増料）の課金、生
産性の低下に悩まされてきた。

　これについてPOAL経営陣などはコロナ禍の影響
を挙げているが、ニュージーランドの他港は同じような
状況に陥っていないことを説明できていない。オークラ
ンド港が他港と異なるのは自動化プログラムである。
確かにコロナ禍は自動化がもたらす困難を増幅させ
たかもしれない。だがビーンズ報告書は自動化プロジェ
クトのいかなる失敗もコロナ禍のせいではないと断言
している。自動化の失敗とその影響をコロナ禍のせい
にはできないことは明らかである。

生産性の急降下
　稼働中の埠頭に自動化を導入しようとしたもの
の、自動ストラドルキャリアは安全でも高速でもなく、
結果として混雑が生じた。

　ターミナルのヤードの最大30％が自動化関連のイ
ンフラ工事のために占拠された77。当然ながら（また予
測できたことだが）使用可能なスペースが減ったことで

手動エリアへの負荷は高まった。手動エリアの作業が
増える一方、働き始めた自動ストラドルキャリアの作
業速度は遅かった。2020年‐2022年に公表された
運用状況によると、自動化ヤードは通常、容量の50
％～30％しか稼働せず、手動エリアの方は100％か
それ以上だった78。

　コンテナ・ヤードが混雑すれば効率は低下する。輸
送対象のコンテナに近づくために通路をふさぐ他のコ
ンテナを何度も移動させなければならなくなる。ヤード
が混雑すればトラックとクレーンの作業も滞る。

　コンテナ取扱量の減少は不可避で、POALの年次
報告書に記載されているとおり、それはコロナ禍のずっ
と前から始まっていた。2021年にはクレーン稼働率は
毎時24.8個まで落ち込み、2018年の35.83個から3
割も低下している79。

　対照的に、自動化されていないバルク貨物とブレイ
クバルク貨物の取扱量はそれほど減少せず、コロナ禍
による第1回目のロックダウン時に一時的に減少した
にすぎない。

POALは2019年に自社のフェイスブックに「自動ストラドルキャリア稼働中」と題した動画を投稿した。だが逆に自動ストラドルキャリアは
手動ストラドルキャリアほどの生産性を上げていないことが明るみになった76。.

出所：オークランド港2022年度年次報告書80

出所：POAL 　 2021年度年次報告書81

コンテナ取扱量 バルク貨物とブレイクバルク貨物の合計取扱量

TEU （1TEU＝長さ20フィートの標準的コンテナ1本）

クレーン稼働率 
(オーストラレーシア・ウォーターライン基準)

トラックのターンアラウンド 
（トラックの回転率）

単位：100万トン

時間当たりに処理するコンテナの個数 <30分以下 30分-60分 >60分以上
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POAL経営陣はこれらの問題を認めたものの、一時
的な現象だと主張した。

「港湾自動化は通常、新設港湾・ターミナルある
いは閉鎖可能なエリアで行われる。我々には余
分な敷地がないため、ターミナルを稼働させなが
ら自動化を進めており、キャパシティが縮小するの
は当然である。そのためピーク時の処理が困難に
なり、コンテナ取扱量が大幅に落ち込んだ。」82

　コロナ禍による第1回目のロックダウン後、ニュージ
ーランド経済は急回復を遂げ、需要が増えたが、オー
クランド港は増えた貨物を処理することができなかっ
た。物理的なキャパシティの問題に加え、人手不足に
も直面した。自動化のペースがあまりにも遅く、信頼性
に欠け、労働者に取って代わることができなかったため
である。POALは何年にもわたり労働力に投資せず、
新規採用を凍結し、退職勧奨を行った後、2020年
11月に50～80名の労働者が不足していることを認
めた。83（第５部「労働者への影響」参照）

　ターミナルの処理能力が怪しくなったため、POALは
バースウィンドウ（船舶・船社へのバースの割り当て）
の固定を中止せざるを得なくなった。沖合ではバースの
空きを待つ貨物船が渋滞し、遅延日数は18日に及
んだことが報告されている84。2021年10月、通関業・
貨物運送業連合のクリス・エドワーズ会長は、自動化
プロジェクトの遅れが原因でPOALは固定バースウィン
ドウを再開できないと述べた85。

　自動化の遅れとヤードのキャパシティ減少に加
え、ニュージーランド国内の新型コロナ感染拡大によ
り、2022年第1四半期までに、バース着岸までの予想
待機時間は14日間まで拡大し、なかには22日間待
機する船舶もあった86。

　自動化プロジェクトが廃止される直前の2022年4
月、エドワーズ会長は「オークランド港はいまだに惨憺た
る状況にあり、船舶はノースポートに回航している。あり
得ないことだ」87と述べた。

　自動化プログラムの終焉は、自動化によって生み
出された生産性の問題が解決することを意味する
わけではなかった。自動化の失敗によって、物流面に
おいても財政面においても独自の問題が発生してい
た。今日、オークランド港は100％手動体制に戻りつ
つある。現在、自動ストラドルキャリア27台の他に、耐
用年数が限界に近い手動ストラドルキャリアがある。
これらの手動ストラドルキャリアは自動ストラドルキャリ
アに置き換えられる予定だった。しかし、2022年3月の
コネクレーンズ社の報告によると、POALは手動ストラド
ルキャリア５台を発注している88。

混雑割増料金
　自動化の失敗が招いた混雑は深刻で、船社とト
ラック会社の双方が多額の混雑割増料金を課金し
始めた。この混雑問題は自動化プロジェクトの試験
やインフラ工事のためにコンテナ・ヤードのキャパシティが
縮小し始めた2018年から発生した90。

　例えば、ニュージーランド最大のコンテナ輸送会社
であるタッパー・トランスポートは、POALで処理されるす
べての輸入・輸出コンテナに対し、2018年11月1日より
50ドルの混雑割増料金を請求する発表した91。他の
トラック会社もこれに追随し、同国最大の海運貨物
取扱業者（フレイト・フォワーダー）であるモンディアルは
次のように報告している。「多数のトラック会社が、港
湾での混雑を埋め合わせるためコンテナ1個当たり約
50ドル（会社によって異なる）の料金を課すことを決
定した」92

　コンテナの流れを速くするために、POALは2019
年2月にデマレージ（超過保管料）を復活させた93。
また、新たな車両予約システムを作り、コンテナのピッ
クアップに予約スロットを使わないトラック会社に課

「バース混み、労働力不足、生産性の低迷…現在の遅延
は膨大なコストを強いており、パシフィカ・シッピング単独で
は吸収できない」 
 ジャン・ヘンドリク・ハインツ氏（パシフィカ・シッピング社ラインマネージャー）89

金した94が、オーストラリアの物流会社ヘニング・ハーダ
ースによれば、新システムで混雑は一層悪化した95。
インフラ工事に伴う混雑問題があまりに深刻だった
ため、POALは自動化開始時期を2019年後半から
2020年に延期した。2018年から2019年にかけての
ピーク時に発生した混雑の再来を避けたかったからだ
96。

マースクラインはPOALの利用者に混雑割増料金を導入するとともに、自動化前
と比べて、競合するタウランガ港への寄港を増やしていった。

出典：POAL　2022年度年次報告書97

入港船舶数

単位：100万トン
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　海運会社は2020年末にPOALが処理するコンテ
ナに混雑割増料金を導入し始めた。マースクは11月6
日に導入を発表する際、「深刻な遅延により、待機
時間が最長12日に達している。抜港や緊急措置が
必要となり、社全体の営業コストが大きく膨らんだ」98

と述べた。

　マースクの割増料金は輸入・輸出TEU当たり215ド
ル、MSCは300ドル（内航貨物を含む）99だった。そ
の後数カ月以内にONE、コスコ、PIL、ZIM、パシフィカ
シッピング、ハンブルクスード、ANLが割増料金を導入
することになっていた100。その結果、貨物は他港に流
れ、オークランドの入港船舶数は減少した。

　貨物の滞留は非常に深刻で、コロナワクチンに必
要な追加の冷蔵装置の第1便が2020年後半にニュ
ージーランド海域に到着したにもかかわらず、混雑のた
め2021年初頭まで荷揚げされなかった101。

　POALは混雑の原因はコロナ禍、オーストラリアの労
使紛争、労働力不足にあるとした１０２。しかしながら、
この時期の大半において、ニュージーランドは新型コロ
ナ感染が抑えられ、企業の国内活動もほとんど制限
されていないかった点や、混雑割増料金が課せられ
たのはオークランド港だけであり、他港は対象外だった
点に留意すべきである。

　2021年1月、オークランド市のフィル・ゴフ市長は
POAL取締役会に宛てた書簡で次のように述べた。

「自動化プロジェクトの完了に一定の遅れが出て
いると認識しています。2020年9月末以降、深
刻な混雑が発生し、顧客が荷物を受け取る速
度に影響が出ています。自動化プロジェクトの遅
れがその一因であることは明らかです」103

　船社が割増料金を撤廃し始めた2021年10月ま
でにオークランド港を通過するコンテナに課された割
増料金は約1億4,600万ドルに達すると通関業・貨
物運送業連合は推計する104。マースクが2022年6
月まで割増料金を継続したことで、総額はさらに膨
らんだ105。

　船社が他港に航路を変更し始めたため、オークラ
ンド港の収益は減った。2021年3月、ハパックロイド、マ
ースク、ハンブルク・スード、MSC各社は「スケジュールの
信頼性を守るための継続的取り組み」として、オークラ
ンド港をオセアニア米国東海岸合同サービスから除
外した106。

　POALが自動化の根拠の一つとして挙げたのが排
出量削減だった。だがトラックの渋滞、他港からオーク
ランドへの追加の陸上輸送、船舶の沖待ちはいずれ
も排出量を増やす結果となった。これら第三者の排
出量はPOALの公式の報告書には掲載されない。.

POAL財務への影響
　自動化プロジェクトのコスト総額は明らかにされて
いないが、3億3,000万ドルとの指摘はよくなされてお
り、4億ドルと推計する業界専門家もいる107。

　自動化のための設備投資が億（ドル）単位に達
することは疑いない。2012年度から2016年度までの
設備投資は年平均4,100万ドルだった。自動化のた
めの設備投資は主に2018年度から2020年度の3
年間に行われ、その総額は3億8,200万ドルに達し
た。自動化プロジェクト断念の後、POAL経営陣は「
自動化ソフトウェアとガイダンスシステムを中心に、もは
や使用されなくなった設備投資約6,500万ドルを償
却する」108と発表した。POALは現在、自動ストラドル
キャリアを手動に切り替えることを検討しているが、その
コストは不明である109。 

　また2012年度の1億7,900万ドルから2019年度
の2億4,800万ドルへと増加していた収益が、2021年
度には2億2,600万ドルに減少した110。

　以前は収益の20％が設備投資にあてられていた
が、自動化プロジェクトの実施中はそれが44％に膨ら
み、2019年度には過去最高の59％に達した。

　一方、営業コストは全く減らず、自動化がもたらす
はずだった人員削減も実現できなかった。自動化プロ
ジェクト中は営業費用が毎年増加し、2018年度の1
億4,200万ドルが2022年度には1億5,800万ドルに
なった111。

　オークランド市への配当金は2018年度までは年
5,000万ドル超だったが、その後の4年間は年平均
1,000万ドルと大幅に減少し、オークランド市のこれま
での損失は合計1億6,000万ドルに達している112。

　2021年後半、POALは2022年1月1日以降TEU
当たり20ドルとしていたインフラ賦課金を、同年7月1
日以降は倍額の40ドルにすると発表した。自動化プ
ロジェクトと港湾のアップグレードに充てるためという理
由だった113。自動化プロジェクトが撤廃されてからは、イ
ンフラ賦課金は無期限に20ドルに据え置かれた114。

オークランド市のフィル・ゴフ市長は、自動化プロジェクトが行き詰まり、港湾所有者のオ
ークランド市への配当も減少したため、POAL経営陣と取締役会をあからさまに批判
するようになった。

所有者オークランド市の失望
　オークランド市は自動化失敗による配当の減額
に不満だった。それは市所有の港湾経営のもう一つ
の頭痛の種であった。2021年1月、フィル・ゴフ市長は
POALのビル・オズボーン会長に以下を要求した115。 

1.	 POALの業績について市に報告すること。

2.	 自動化プロジェクトの独立的な検証を第三者
に委託すること。

3.	 「その結果を市と共有すること」116。 

　この独立的な調査報告書は作成されなかった模
様である。2021年3月の書簡で市長はオズボーン会
長に対し、POAL経営陣は「業績について説明責任
を果たそうとしていない」と指弾した。

　POAL経営陣と市の間に生じた険悪な雰囲気
は、前CEOと退任する市長が辛辣な言葉を交わす
など、いまだにメディアで報じられている117。ゴフ市長は
回想する。

「毎年毎年、収益は悪化するばかりだった。オー
クランド港の競争力はタウランガ港を下回った。
船社は我々から離れて行っている。ROE（株主
資本利益率）、運送料、クレーン稼働率、どの
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数字を見ても低迷している」118 
　ウェイン・ブラウン新市長は自動化プログラム実施
期間中のPOALの収益低下をみて、株式売却と港
湾の一部閉鎖を検討したほどだった。

他港に追い抜かれた業績
　ニュージーランドの重要な貿易港としてのオークランド
港の地位は、自動化が試行された数年間に凋落し
た。あらゆる企業がそうであるように、風評は顧客との
関係や売上高に影響を及ぼす。2018年までは、オー
クランド港はニュージーランド最大の海港であり、自動
化以前は同国の海上貿易の3分の1以上を担ってい
た。

　それが2018年以降は27％に低下し、今やライバル
のタウランガ港に追い抜かれた。現在、タウランガ港は

海上貿易において国内最大のシェアを誇っている。

　自動化失敗によるPOALの転落は同港の国際
的評価も傷つけた。2016年、オークランド港はアジア
貨物・物流・サプライチェーン賞（AFLAS）で「オセアニ
ア最高の海港」の栄誉を与えられた120。そして、2017
年と2018年もこれを維持した121。しかし、その評判も
自動化プロジェクトが進行するにつれ、急速に転落し
ていった。

　2022年5月に世界銀行が発表した「2021年コン
テナ港パフォーマンス・インデックス」では、オークランド港
はオセアニア最悪のコンテナ港に位置づけられ122、世
界370港中351位、2020年の上位50％に入る118
位から急降下した。

出典：ニュージーランド統計2022年版119

海上貿易に占めるオークランド港のシェア
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第4部
ニュージーランド
全体への影響

　オークランド港は多くの船舶がニュージーランドで最
初に入港する港である。そこで起きていることは他の
港湾とニュージーンド全体に影響を及ぼす。自動化の
失敗はただちに全国の港湾システムに困難をもたら
し、他の港湾は自港への入港を優先させるよう主張
し始めた。POALは拡張主義に染まった1990年代の
業界トップの座から滑り落ちた。

　混雑を避けるため、船舶はタウランガやノースポート
などオークランドに近い他港に迂回した123。タウランガ
港の報告によれば、2020年12月のコンテナ船１隻あ
たりの平均コンテナ取扱量は、「オークランドを迂回し
た貨物のために」前年同月比で21％増えた124。

　一方、タウランガとノースポートの2港および関連する
内陸港の混雑は激しくなったが、オークランド港ほど深
刻ではなかった。2021年はじめ、タウランガ港は混雑
緩和のため、長期滞留コンテナに混雑割増料金を導
入した125。マーク・ケアンズCEOは「我々の混雑の原因
はオークランド港にある」126、「残念ながら混雑の脅威
は残っており、オークランド港が運営上の問題を解決す
るまで、解消される見込みはない」127と述べた。

　他港で荷揚げされた貨物は道路または鉄道でオ
ークランドの内陸港に輸送する必要があり、これによっ
て輸送網と内陸施設の両方が混雑した。貨物運送
業連合のクリス・エドワーズ会長は2021年12月に、タウ
ランガからオークランドへ鉄道で貨物を運ぶと通常なら
２日しかかからないが今は2週間かかると述べた128。

　オークランド港の問題で他港の入港船舶数が減
り、輸出業者は商品を市場に届けるのが難しくなっ
た。2021年、リトルトン港コンテナ事業部ゼネラルマネ
ージャーのサイモン・ムント氏は、輸入品を積載した船
舶のオークランド港出港が予定より10日～12日遅れ
ていると指摘し、「その結果、リトルトンに寄港する時
間がなくなり…入港船舶数が減れば、リトルトンから
の出荷能力も減る」129と述べた。タウランガ港も同様
に、「9月以降、オークランド出港船舶に深刻な遅れ
が出ている」130と訴えた。2021年9月、行政担当者は
閣僚に「POALの自動化の遅れと労働力不足が海
運の混乱の主要因となっており、国全体に影響を及
ぼしている」131と報告した。 

オークランド港に新たに導入された自動ストラドルキャリアの
信頼性や生産性の低さが他の輸送モードにも影響を及ぼし
た。ストラドルキャリアキャリアの空き待ち車両の列はしばしば
数キロに達した。
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　2021年末までに、スケジュール通りニュージーランドに
入港できた船舶はわずか20％になった。そのため、迅
速な出荷が求められる冷蔵肉の輸出が「ハイリスク」
となった132。

　2022年になると、マースクは「ニュージーランドと北東
アジア（日本と韓国）を結ぶJスター経路は、抜港な
しにオークランドへの寄港を継続しているが、3週間に
1隻の割合で寄港を減らしている。これは実際、Jスタ
ー経路のキャパシティーを33％失っていることを意味す
る」133と報告した。同年3月、MSCとTSラインはニュー
ジーランド航路からオークランドを抜港した」134。

　貨物運送業連合のクリス・エドワーズ会長は、ニュ
ージーランド全体のサプライチェーンの混乱はオークラン
ド港に起因するとし、こう述べた。「オークランド港は我
が国のサプライチェーン問題の大半の責任を負うべき
だ。オークランド港がうまく回っていないがために、船社
はニュージーランド航路を敬遠するようになった。自動
化プロジェクトが2月か3月に完了することを望んでいた
が、現時点では予断を許さない状況に見える」135。

　オークランド港抜港と遅延の打撃が特に大きかっ
たのは冷蔵・冷凍品を市場に届ける輸出業者だっ
た。冷凍コンテナが不足したからである。海産物を輸
出するインターシーの創業者、ゲリー・モンク氏は「船社
はニュージーランドの冷凍品輸出業者の需要に見合
うだけのコンテナを提供することができない」136と述べ
た。

オークランド港混乱の経済的コ
スト
　本報告書の作成にあたり、オークランド大学経済
学部のティモシー・ハズレディン名誉教授はオークランド
港の混雑割増料金、混乱、遅延がもたらしたコスト
を分析した。

　これによると、船社がオークランド着貨物に課した
混雑割増料金は1億5,000万ドルに達する。

　加えて貨物輸送の遅延によるコストがある。ハズレ
ディン教授はニュージーランド運輸庁（ワカ・コタヒ）の
ために実施された調査137に基づき、荷受けの遅れは
企業にとって１トン／時あたり平均1ドルの損失をもた
らすと推計する。2021年度には340万トンのコンテナ
貨物がオークランド港経由で輸入された138。2020年
11月から2022年4月にかけて、船舶の沖待ち時間は
22日に及んだと報告されている139、140。平均遅延日
数を控えめに5日と仮定した場合、ハズレディン教授
はこの間にニュージーランド経済が被ったコストを10億
ドルと推計する。

　そして自動化プロジェクトに関連する償却のほか、
自動化に起因しコロナ禍で悪化した混雑と遅延の
コストを加えると、総コストは12億ドルを超えると分析
する。

　12億ドルの経済的コストは自動化プロジェクト開始
前のPOALの平均的利益の17年分に相当する141。

「ニュージーランドにとって、死重損失（資源配
分の効率性の損失）だ」
オークランド大学経済学部ティモシー・ハズレディン名誉教授
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第5部
労働者への影響

自動化の失敗による労働者の
負担増
　自動化プロジェクトではターミナル内に自動ストラド
ルキャリア用のスペースが確保されたが、さまざまな理
由から生産性は向上しなかった。このため、経営陣は
港湾全体の取扱い量減少を補うために手動ストラド
ルキャリアの生産性を高めようとした。その結果、手動
ヤードで作業する労働者の負担が増大した。

　だが手動ストラドルキャリアを扱う労働者はすでに
十分な実績を上げており、それをさらに引き上げるの
は容易ではなく、悪影響は避けられなかった。

　オークランド港の問題の種は何年も前から蒔かれ
ていた。自動化の決定が発表された時点より以前か
ら新規採用数は急減しはじめており、人員不足によ
る労働力低下は進行していた。

　明らかに、オークランド港は自動化による人員削減
という希望にかけていた。必要人員が50名減るとの
観測が広まり、働き場所としての魅力は失われていっ
た。就職希望者は、先に職に就いた者が先に解雇
される（強制的人員削減の原則）のではないかと恐
れた。

　労働者によれば、経営陣は新規採用労働者の
訓練に身が入っていなかった。自動化が実行されれ
ば彼らは必要なくなるからだ143。確かに労働者の指
摘は正しかったのかもしれない。POALのロジャー・グレ
イ新CEOがメディアに語ったところによれば「自動化に
向けて消極的な人員削減を行っていた」144。退職者
の補充をせずに段階的に人員を減らすというこの消
極的人員削減により、自動化の失敗が明らかになる
頃には50名から80名の人員不足が生じていた145。

　POALは人手不足を労働時間の延長、様々なシ
フト体制の導入、作業速度の引き上げによって補おう
とした。荷役労働者は12時間シフト制のもとで週60
時間労働が義務付けられたが、この所定労働時間
の変更通知は前日に行われた。MUNZはこれを裁
判所に訴え、撤回に追い込んだ。2021年12月より週
所定労働時間は48時間に短縮された146。

　2012年の労使紛争後に始まった報奨金制度が
改変され、毎月、生産性達成度が上位10％の労働
者に与えられる報奨金が大幅に増額された。労働
者は互いの生産性をどう比較しているのか知る術も
なく、報奨金が欲しければ限界を超えて働くしかなか
った。

「人間の安全を確保するための安全衛生規則は『あっ
たほうがよい』ものではなく、あらゆる職場の適正な管
理において不可欠な要素である。仕事に出かけた者は
誰でも、家族や愛する者の待つ家庭に無事に戻るべき
なのだ」
オークランド市フィル・ゴフ市長（港湾所有者）142  
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　安全衛生は放棄され、労働者の懸念は無視さ
れ、指摘すれば罰せられた147。MUNZのクレイグ・ハリ
ソン全国書記長はこう述べている。 

「業績が不安定で、解雇が心配な労働者は、
報奨金制度の上位10％にとどまるために全力
を尽くした。自動化による人員削減の対象にな
ることを恐れた若年労働者は、いっそう作業のス
ピードを速めた。衝突事故が増え、会社はまたも
現実を無視した・・・」148

　経営陣はここから手を抜き出したとハリソン書記長
は言う。

「手動ストラドルキャリアには、いわゆる安定警報
装置がついており、何千回とその警報が発動し
ていた。つまり、機械が能力の限界を超えたスピ
ードで稼働していたことを示している。本来はスピ
ードを落とすべきなのに、職場の技術者あてのメ
ールには『何も変えるな、このまま続けるんだ』と
記されていた。そして事件は起きた。長い長い歴
史の中で、初めてストラドルキャリアが転倒し、働
いていた若年労働者が死亡した。」149

　労働強化の影響であることは明らかだった。例え
ば、2017年、POAL経営陣はチップアラームが作動す
るインシデントを減らす対策をとったが、これにより作動
件数が減るや否や、対策プログラムを止めてしまった
ため、状況は逆戻りした150。

　予想されたとおり、港湾における事故と負傷は増
えた。その前の数年では大幅に減少していたにもかか
わらず、休業を伴う負傷件数は2018年から2021年
に3倍に増えた。 

オークランド港での死亡事故
　2018年8月27日、ラブーム・ミッドナイト・ダイヤーは
操作していた手動ストラドルキャリアが転倒し、死亡し
た。ストラドルキャリア操作中の死亡事故は1976年
以来だった152。ダイヤーは高い生産性をあげ、報奨金
を授与されていた153。ダイヤーがチップアラームの警告
音を頻発させながらこの実績をあげていた事実を、経
営陣は深刻に受け止めるべきだった。

　職場の安全衛生を規制する政府機関のワークセ
イフがダイヤーの死亡事故を調査した結果、POALの
業務慣行について、「ストラドルキャリア運転者の訓
練または作業過程に以下の問題があった」と指摘し
た154

•	 チップアラーム作動時の監視が不十分。

•	 生産性を基準にした報奨金制度を運用したこと
が、運転者に作業速度を限界まで高める圧力に
なった。ダイヤーのチップアラームは絶えず作動してい
た記録が残っているが、それにもかかわらず同氏に
は報奨金が何度も授与されていた・・・」155 

•	 POALは「報奨制度に安全運転を促す要素を組
み込むことで、安全を犠牲にした生産性向上する
ことを止めさせる措置を取らなかった」156。 

　2020年、事故をめぐる裁判の判決で、トーマス裁
判長は以下のように述べた。「安全と法令順守の文
化を定着・維持できないという企業としての欠陥があ
った・・・。報奨制度は業界基準を逸脱していた。危
険性は明らかだった」157。POALは労働者の安全衛
生を確保しなかった罪を認め、54万ドルの罰金を支
払った。またダイヤーの遺族に13万6千ドルを支払うよ
う命じられた。

　こうした事実にもかかわらず、POALは2019年にオ
ークランド市に対して「わが社の経営チームは（自動化
導入の）成功に全力をあげている」158と述べた。

　自動化プロジェクトが始まった後、ニュージーランドの
テレビではオークランド港の死亡事故が毎年のように
報道された。4年間で3名もの労働者が死亡してい
る。

　2020年8月、作業中のパラーモ（通称アモ）・カラ
ティの上にコンテナが落下し、死亡した。生産性向上
の圧力は激しく、匿名の荷役労働者によれば、カラテ

ィの遺体がまだ港湾にある状態にもかかわらず、ある
管理者が労働者に作業を続けろと命じた。仲間がそ
れを拒否すると、管理者は「高速道路の事故と同じ
だ、事故があっても運転を続けるだろ」と言った159。

　事故の後、政府規制機関のニュージーランド海事
局はPOALとトニー・ギブソンCEOを「安全衛生義務
に関する無謀な行為と義務違反により、従業員を死
亡または深刻な負傷のリスクにさらし、禁止された安
全衛生上の理由から不適切な行為をなした」160とし
て訴追した。この裁判は2024年に始まる。

　カラティの死亡後、オークランド市はニュージーランド
建設安全衛生協会（CHASNZ）のロジャー・マックリ
ー会長に、港の安全衛生に対する独立調査を指揮
するよう依頼した161。その報告書には以下のように記
されている。

「中核的価値である安全に対し、現場リーダー
と管理者全員が焦点を当てる必要がある・・・
コンテナ・ターミナル業務（荷役）の状況は、安
全についてのリーダーシップという点できわめて問
題があった… ハイリスクな役割（主にターミナル
業務）を担う一部の労働者は、経営幹部が労
働安全衛生より収益性と生産性を優先したと
考えており、現場長レベルではそれがいっそう強
まっていた・・・自動化プロジェクトによる自動スト
ラドルキャリアの開発とファーガソン埠頭への導
入は、その安全性が立証されていない。自動化
プラントを既存手動プラントに組み込むという新
しいやり方で大規模プロジェクトを実行する際

オークランド港の 
2018年から2021年の 
百万労働時間当たり 
休業災害件数が

MUNZクレイグ・ハリソン全国書記長。オークランド港で再度、
死亡事故が発生した際の会見にて。

2018年、ストラドルキャリア運転者ラブーム・ダイヤー
が死亡した。
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は、安全確保のための枠組みをつくり、設計、
開発、稼働の各段階でシステム全体の安全性
に問題がないことを立証するのが合理的であ
る」162

報告書は勧告のなかで、CEOの役割を見直し「生産
性と収益性より安全を優先する」などの基本的要件
を再定義すべきだと述べている163。

　こうした文脈のなかで取締役会の役割を検討する
ことは当然である。企業の安全衛生の実態は多くの
レベルで重要な戦略的問題となる。ここに問題があ
ると企業の資産、所有者、国によっては取締役に重
大な影響が及ぶこともある。したがってPOALの安全
レベルが急低下し、取り返しのつかない影響をこうむ
ったことに対し、取締役会が安全衛生をどの程度監
督していたのかが厳しく問われるべきである。

　2022年4月、アティロア・トゥアイティが下請け荷役
会社の一員として接岸中のコンテナ船上で作業中、
高所から転落して死亡した164。死亡原因についての
調査が進行中である。トゥアイティの死亡（および同
週に起きたリトルトン港での死亡事故）の後、職場
関係・安全担当のマイケル・ウッド大臣が輸送事故
調査委員会に対し、最近の港湾での死亡事故につ
いての調査を指示し、ニュージーランド海事局とワーク
セイフのスタッフをそれぞれの港湾に派遣した165。

港湾で死亡した3人の荷役労働者は、いずれも先住
民系のマオリ系およびポリネシア系だった。オークランド
港のトニー・ギブソンCEOは、問題の原因は安全衛生
の事柄を報告したがらない労働者にあると主張し「
多数のポリネシア系やマオリ系の授業員がいるが、彼
らは問題を提起するのをためらう傾向がある」166と述
べた。

2022年4月、オークランド港のコンテナ船で作業中に死亡したア
ティロア・トゥアイティ（享年26歳）。残されたパートナーと幼子。

　ある匿名の荷役労働者は、偏見に基づいて責任
を少数民族の労働者に転嫁しようとするギブソン
CEOの主張を一蹴した。ラジオ・ニュージーランドのイン
タビューで、この匿名労働者は「この発言がいかに人種
差別的か、ギブソンが気づいたかどうか分からないが、
皆が嫌悪感をもち、職場に行くのが嫌になった労働
者もいた」167と述べている。

　政府機関による訴追に加え、MUNZとPOALも安
全衛生をめぐって訴訟を起こした。2018年に裁判所
は、労働者に信頼できるシフト表を提示すること、十
分前もってシフトを通知することを求めるMUNZの主
張を認めた169。POALは2021年に週所定労働時間
を60時間から48時間に短縮することに合意した170。
また経営陣は週2日の休日を連続させるという労働
者の要求にも同意した171。それにもかかわらず、採用
危機のなかで良好な働き場所としてのオークランド港
の評判は地に落ちていた。自動化プロジェクトの実行

にかかわっていた荷役労働者のグラント・ウィリアムス
は、次のように説明する。

「ラブームとアモの事故の後、みんな良い働き場
所だとは思わなくなった。とくにアモが亡くなった後
は労働意欲が本当に低下した」 

　同僚の死の影響はすぐにはなくならないと労働者
は感じた。

「いつでもそこに行って、特定の言葉の組み合わ
せを、特定のタイミングで使えば、皆の目に涙が
溢れる。そのトラウマは仲間の、労働者の、組合
員の心にいつまでも残っている。非常に辛い、その
辛さはいつもそこにある。今もそこにある。
そして永遠になくならない」
– グラント・ウィリアムス（荷役労働者）172 

「ニアミスや事故などを報告して
も、多くは無視され、罰せられ
たり勤務を減らされたりする。そ
れが経営側の文化であり、我
々の扱われ方だ」
ラジオ・ニュージーランドでの匿名の荷役労
働者の発言168 

2020年8月、パラーモ・カラティが死亡した数時間後、港に
駆けつけて悲嘆にくれる家族。

エバンゲロス・トーマス裁判長が
「安全と法令順守の文化を定
着させられない企業としての欠
陥があった」とPOALを批判し
た。POALは報奨金制度が孕
む危険性を無視した。自動化プ
ロジェクトの失敗が深刻化する
中でもこの制度は続けられた。

自動化プロジェクト開始以降、ニュージーランドのテレビで
はオークランド港の死亡事故が毎年のように報道され
た。4年間で3名もの労働者が死亡している。
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第6部
前進

　 オークランド港における自動化の実証実験が最終
的に失敗したことにより、間違ったことが行われ、ある
べき関係が築けていないということが認識されるに至
った。

　POALのロジャー・グレイ新CEOは、自動化プログラ
ムを停止するとともに「基本に立ち返る」ための新たな
機会について語った173。自動化の失敗のいくつかの
教訓はすでに学びつつあり、自分は「オークランド港に
真の変革をもたらす決意だ。労働者、労働組合、港
湾利用者と連携し、すべての労働者が安全かつ豊
かになれるオークランド港にする」174と述べた。

　最近の稼働状況をみると、ターミナルの混雑は続
いており、十分な労働者の確保にも苦労しているが、
超過稼働時間は持続可能なレベルにまで下がる
傾向にあり、一部の海運会社向けの固定バースウィ
ンドウも復活している175。人員採用については、ニュー
ジーランド・ヘラルド紙のいう「安全衛生の惨憺たる実
績」176もあって、なお難しい。自動化の試みの余波は
おそらく長く続くだろう。

　最近、POALは港湾所有者のオークランド市から
配当見込みの提示を迫られた。POALは2024年度
と2025年度の利益予想を2千万ドルに引き下げた
177。それまでの予測では自動化プロジェクトの成功を
あまりに楽観視していた。配当予測を引き上げ、その
後に落胆して予測を見直すというパターンは、この間何
度も繰り返された。港湾の利益の最終受益者であ
るオークランド市民は、自動化のコストや償却などによ
って自分たちの利益が打ち消されるのはこれが最後で
あってほしいと思うだろう。

　生産性の持続的低下、所有者への配当の減額
にもかかわらず、POAL経営陣はテクノロジー信仰を完
全には捨てきれず、新CEOは2022年にこう述べた。「
将来の自動化を放棄したわけではないが、現時点で
はそれがいつ、どのような形となるかは言える状況にな
い」178。 自動化が長期的には港湾の戦略的課題の
解決策になりうるとの発想を、少なくとも一部の人々
は捨てきれていない。

今なお忌まわしい青色の「自動ストラドルキャリア」はファーガソン・コンテナターミ
ナルに放置され、2022年のプロジェクト中止以降、埃をかぶったままだ。

　この間に会社が受けた悪評、とくに労働者と地域
社会の会社に対する心象面の悪影響がどの程度
で、いつまで続くかは予測できない。組合指導者は港
湾の生産性が上がり、働きやすい職場になるまでに
は長い道のりが必要なことを理解している。

　「オークランドの自動化ストーリーの悲しい真実は、
それが全く不要だったということだ」とニュージーランド海
事組合のクレイグ・ハリソン書記長は語る。「証拠は
あったし、目を開けてそれを見るだけでよかった。労組と
ITFの主張に耳を傾け、自動化をめぐる世界の事例に
少しでも目を向ければ、結果は異なり、オークランド市
民の6,500万ドルを損金として償却する必要もなかっ
た。輸出入業者が負担した何百万ドルもの混雑割
増料金と延滞料金も不要だった。我々の声に耳を
傾け、立ち止まり、考えさえしていれば、若い労働者の
命も救えたのだ」。

　前進するためには、POALは労働者の声を聞き、そ
れに応え、行動することの意義を学んだと証明する必
要がある。それはPOALの現場管理者だけでなく、労
働者の声を無視してゴーサインを出し、港湾の生産
性と評判と収益性を低下させた究極の責任者であ
る取締役会と所有者が学ぶべき教訓でもある。

　事態が改善され、他の港湾や業界のように労働
者と経営陣が建設的で敬意に満ちた対話を行うた
めには何が必要か？企業資産への打撃を示す多く
の証拠があるにもかかわらず、経営陣が長期にわた
って批判者を封じ込めていた時代への逆戻りを港湾
所有者は防げるか？オークランド市は次こそ「誇大広
告」の妄信を防げるか？

　謙虚さと対話が第一歩のように思える。POAL取
締役会は「マナを回復する」（「マナ」とは誇り、威信、
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地位を意味するマオリ語）と名付けられた新戦略を
承認した179。自動化プロジェクトが失敗するなかで、い
かにこの組織が尊敬を失ったかを自覚していることを
示している。

　POALと労働者との関係が徐々に回復しているの
は喜ばしい。港湾と所有者の各段階で労働者およ
び労組との対話再開に向けたリーダーシップが発揮さ
れている。

　2022年末、POALとMUNZとの間で新しい労働
協約が締結された。新協約はより安全で持続可
能な労働時間を保証している。MUNZの報告では
「オークランド港の荷役労働者は業界初の定額給
に移行し、家族に安定した収入をもたらすことにな
る」180。POALとMUNZは「ハイエンゲージメント（高い
勤労意欲）モデル」に基づいて協力し、動的なシフト
モデルを活用する。これにより雇用と安全を犠牲にせ
ずに生産性を高められる。

　クレイグ・ハリソン書記長は、今こその癒しの時に踏
み出す時だと述べる。

「今回の失敗は、経営陣がエゴを捨てて事実を
尊重し、現場を知る人の声を聞いてさえいれば
決して起きなかったというのが教訓だ。朗報は、
港湾の未来に我々労働者と労働組合が強い
希望をもっていることを経営陣が知ったということ
だ。我々はオークランド港の成功を願っている。港
が安全で、収益性が高く、また公有港湾として
オークランド市民の真の資産となるよう望んでい
る。それがこの港湾の未来であり、そのビジョンの
実現に向けたあらゆる段階で我々は強力に後
押しするだろう」181。

巻末注
1.	 「要旨」「教訓と勧告」「事実経過」で引用した箇所は本文を参照。
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